
同
地
区
の
産
業
基
幹
道
路
で
あ
る
町

道
幌
武
意
船
澗
通
り
線
の
安
全
対
策

の
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の
で
す
。

道
営
治
山
事
業
に
つ
い
て
は
、
平

成
16
年
３
月
に
土
砂
崩
壊
が
発
生
し

た
旧
ホ
テ
ル
し
ゃ
こ
た
ん
地
先
の
西

河
二
号
沢
予
防
治
山
工
事
が
８
月
17

日
に
完
了
し
ま
し
た
。

４
月
に
小
規
模
な
土
砂
崩
落
が
あ

り
、
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
美

国
加
藤
地
先
復
旧
治
山
工
事
が
８
月

に
着
工
し
、
明
年
１
月
の
完
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

年
要
望
運
動
を
続
け
て
き
ま

し
た
野
塚
建
設
海
岸
保
全
施

設
に
お
け
る
斜
路
の
越
波
及
び
海
岸

護
岸
擁
壁
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

は
、
海
岸
管
理
者
で
あ
る
北
海
道
が
、

本
年
11
月
か
ら
明
年
２
月
末
ま
で
の

予
定
工
期
で
、
改
良
工
事
を
施
工
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
８
月
29
日
に
周
辺
地
権
者

並
び
に
自
治
会
関
係
者
に
対
す
る
工

事
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。

14

年
に
な
い
暑
さ
の
続
い
た
夏

休
み
も
終
わ
り
、
町
内
小
学

校
６
校
で
は
８
月
18
日
、
中
学
校
で

は
22
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
学
期
が
始

ま
り
、
児
童
生
徒
は
何
の
事
故
、
事

件
も
な
く
元
気
に
登
校
し
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
休
み
期
間
中
は
、
学
校
生

活
か
ら
離
れ
、
あ
る
程
度
の
自
由
時

間
の
中
で
自
ら
考
え
、
自
ら
学
ぶ
意

欲
や
主
体
的
に
行
動
す
る
な
ど
、
基

礎
的
・
基
本
的
な
知
識
が
身
に
付
い

た
も
の
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
各
学
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

家
庭
、
地
域
が
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
な
ど
で
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
生
活
体
験
や
自
然
体
験
活
動
な

ど
を
通
し
、
地
域
の
人
々
と
の
触
れ

合
い
の
中
か
ら
人
を
思
い
や
る
心
を

学
ぶ
な
ど
心
身
と
も
に
健
康
で
生
き

生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

第
32
回
積
丹
町
小
学
校
陸
上
競
技

大
会
は
、
雨
の
影
響
で
１
週
間
延
期

さ
れ
、
９
月
11
日
秋
晴
れ
の
も
と
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
町
内
小
学
校
６
校

の
児
童
が
参
加
し
、
親
睦
を
深
め
、

学
路
等
に
お
け
る
子
ど
も
を

狙
っ
た
犯
罪
が
全
国
的
に
多

発
し
、
社
会
的
に
大
き
な
問
題
に
な

っ
て
い
る
昨
今
の
状
況
を
踏
ま
え
、

当
町
で
も
児
童
生
徒
を
犯
罪
か
ら
守

る
手
立
て
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
の
ほ
か
、
子
ど
も
１
１
０
番

の
家
の
増
設
や
、
関
係
車
両
に
よ
る

犯
罪
の
未
然
防
止
の
た
め
の
町
内
パ

ト
ロ
ー
ル
活
動
な
ど
地
域
ぐ
る
み
の

運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
つ
犯
罪
に
遭
遇
す
る

か
わ
か
ら
な
い
憂
慮
す
べ
き
事
態
に

あ
っ
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
通
学
路
等
に
お
け
る
子

ど
も
の
安
全
確
保
に
向
け
て
、
よ
り

効
果
的
に
地
域
ぐ
る
み
の
運
動
を
広

め
る
た
め
に
、
自
主
的
な
パ
ト
ロ
ー

ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
こ
と

と
し
、
８
月
28
日
に
は
警
察
等
の
関

係
機
関
や
学
校
関
係
者
、
防
犯
協
会
、

各
種
民
間
団
体
、
子
ど
も
１
１
０
番

の
家
の
設
置
者
な
ど
34
人
が
参
加
し

体
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
開
催
を
し
て
い
る
も
の
で
、
今

大
会
で
は
、
60
ｍ
走
と
持
久
走
の
２

種
目
で
大
会
新
記
録
が
記
録
さ
れ
ま

し
た
。



れ
ま
で
実
施
し
た
主
な
事
業

内
容
は
、
第
１
回
少
年
教
室

（
陶
芸
教
室
）が
文
化
セ
ン
タ
ー
で
６

月
24
日
に
39
人
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
陶
芸
を
通
じ
て
手

作
り
の
楽
し
さ
と
物
を
大
切
に
す
る

心
を
育
成
す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
。

第
２
回
目
は
、
児
童
・
生
徒
の
夏

休
み
期
間
を
利
用
し
８
月
３
日
・
４

日
の
両
日
６
人
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
北
海
道
遺
産
に
指
定
さ

れ
た
神
威
岬
や
積
丹
半
島
の
地
質
や

生
い
立
ち
を
学
習
す
る
た
め
、
切
り

て
の
「
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
を
通
じ
、
パ
ト
ロ
ー

ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
な
う
「
子
ど

も
を
見
守
る
活
動
」
は
単
に
子
ど
も

の
安
全
確
保
ば
か
り
で
な
く
、
結
果

と
し
て
地
域
住
民
全
体
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
築
い
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
地

域
住
民
が
協
力
し
て
自
主
的
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
組
織
す
る
団
体
な

ど
の
養
成
を
推
進
し
ま
す
。

立
っ
た
断
崖
や
変
化
に
富
ん
だ
海
岸

線
の
自
然
の
様
子
な
ど
を
船
か
ら
体

験
し
、
２
日
目
は
海
の
環
境
や
水
産

資
源
を
守
る
・
作
り
育
て
る
漁
業
、

ま
た
、
海
で
楽
し
く
遊
ぶ
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
・
救
急
法
な
ど
豊
か
な
自
然

や
身
近
な
環
境
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

活
動
か
ら
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す
る

心
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
む

子
ど
も
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
日
頃
、
舞
台
芸
術
を
鑑
賞

す
る
機
会
の
少
な
い
子
ど
も
た
ち
に

さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
文
化
に
触
れ
る
こ

と
に
よ
り
豊
か
な
感
性
と
個
性
を
育

み
、
芸
術
文
化
を
理
解
し
、
大
切
に

す
る
心
な
ど
を
養
う
こ
と
を
目
的
に

７
月
11
日
に
町
内
小
学
校
芸
術
鑑
賞

会
を
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
児

童
・
一
般
も
含
め
１
５
６
人
の
方
に

洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
は
６
月

18
日
か
ら
９
月
17
日
ま
で
の

91
日
間
開
放
し
ま
し
た
。

こ
の
期
間
の
利
用
延
べ
人
数
は
２,

７
６
０
人
（
前
年
比
３
８
０
人
増
）

の
実
績
で
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室
で
は
、
７
月

27
日
か
ら
29
日
の
３
日
間
、
町
内
の

小
学
生
34
人
が
参
加
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

こ
の
教
室
に
は
、
初
め
て
プ
ー
ル

で
泳
ぐ
子
ど
も
や
も
っ
と
遠
く
に
泳

ぎ
た
い
子
ど
も
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
を
も
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し

鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
民
族
歌
舞
団
「
こ
ぶ
し

座
」
の
舞
台
公
演
で
北
海
道
で
育
ま

れ
て
い
る
芸
能
や
ア
イ
ヌ
民
族
か
ら

学
ん
だ
芸
能
を
中
心
に
踊
り
や
楽
器

の
演
奏
に
合
せ
舞
台
で
楽
し
く
踊
り
、

良
い
経
験
が
出
来
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
北
海
道
教
育
委
員
会
と
の

共
催
事
業
と
し
て
中
学
校
芸
術
鑑
賞

会
が
９
月
15
日
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
生
徒
や
一
般
も
含
め
、
76

人
の
方
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

た
。ま

た
、
中
・
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
、
体
力
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
水

中
運
動
教
室
で
は
、
３
日
間
開
催
し

参
加
者
が
32
人
と
新
た
な
利
用
者
が

増
加
し
て
い
る
傾
向
で
す
。

な
お
、
町
内
小
・
中
学
校
の
夏
休

み
期
間
中
に
お
け
る
無
料
送
迎
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
は
、
８
月
２
日
か

ら
８
月
10
日
ま
で
の
４
日
間
で
延
べ

利
用
者
は
52
人
と
若
干
で
は
あ
り
ま

す
が
増
加
傾
向
で
す
。
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議
案
第
１
号

積
丹
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

関
係
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
本
条

例
で
定
め
る
出
産
育
児
一
時
金
支
給

額
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

支
給
額

30
万
円→

35
万
円

（
原
案
可
決
）

議
案
第
２
号

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

関
係
法
令
等
の
改
正
に
伴
い
、
関

連
す
る
町
の
２
つ
の
条
例
（
乳
幼
児

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
及
び

重
度
心
身
障
害
者
及
び
母
子
家
庭
等

の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
）

で
定
め
る
条
文
規
定
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
３
号

積
丹
町
老
人
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

関
係
法
令
等
の
改
正
に
伴
い
、
本

条
例
で
定
め
る
条
文
規
定
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。

老
人
医
療
一
部
負
担
　
２
割→

３
割

（
原
案
可
決
）

議
案
第
４
号

平
成
18
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
回
）

現
行
予
算
か
ら
20
万
４
千
円
を
減

額
し
、
26
億
９
２
９
万
４
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

歳
入
に
お
い
て
は
、

地
籍
調
査
事
業
道
補
助
金

１,

３
８
０
万
７
千
円
増
額

地
籍
調
査
事
業
道
負
担
金

１,

３
８
０
万
７
千
円
減
額

前
年
度
繰
越
金
　
20
万
４
千
円
減
額

歳
出
に
お
い
て
は
、

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
シ
ス
テ
ム

開
発
等
負
担
金
　
41
万
５
千
円
増
額

他
会
計
繰
出
金７

４
５
万
９
千
円
減
額

地
籍
調
査
事
業
業
務
委
託
料

１
０
９
万
８
千
円
減
額

な
ど
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
５
号

平
成
18
年
度
積
丹
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

現
行
予
算
に
20
万
円
を
追
加
し
、

２
億
６,

１
４
２
万
９
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

歳
入
に
お
い
て
は
、
一
般
会
計
繰

入
金
20
万
円
、
歳
出
に
お
い
て
は
、

人
件
費
20
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す

る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
６
号

平
成
18
年
度
積
丹
町
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

回
）事

業
勘
定
に
お
い
て
、
現
行
予
算

に
５,

２
０
１
万
２
千
円
を
追
加
し
、

７
億
２,

９
５
６
万
１
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

歳
入
に
お
い
て
は
、

療
養
給
付
費
交
付
金
（
過
年
度
分
）

１,

５
７
１
万
２
千
円

保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
交
付
金

３,

６
０
０
万
円

一
般
会
計
繰
入
金
　
　
　
　
30
万
円

歳
出
に
お
い
て
は
、

被
保
険
者
療
養
給
付
費

６
２
０
万
円

保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
拠
出
金

３,

６
０
０
万
円

な
ど
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

直
診
勘
定
に
お
い
て
、
現
行
予
算

か
ら
８
８
４
万
６
千
円
を
減
額
し
、

８
億
８,

２
７
７
万
２
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

歳
入
に
お
い
て
は
、
外
来
収
入

（
現
年
度
分
）８
８
４
万
６
千
円
、
歳

出
に
お
い
て
は
、
人
件
費
８
８
４
万

６
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
も
の

で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
７
号

平
成
18
年
度
積
丹
町
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

現
行
予
算
か
ら
４
９
５
万
３
千
円

を
減
額
し
、
２
億
５,

９
８
２
万
８

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
に
お
い
て
は
、
一
般
会
計
繰

入
金
４
９
５
万
３
千
円
、
歳
出
に
お

い
て
は
、
人
件
費
４
９
５
万
３
千
円

を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
８
号

平
成
18
年
度
積
丹
町
介
護
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）

現
行
予
算
か
ら
２
１
５
万
２
千
円

を
減
額
し
、
６,

０
０
０
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

歳
入
に
お
い
て
は
、
一
般
会
計
繰

入
金
２
１
５
万
２
千
円
の
減
額
、
歳

出
に
お
い
て
は
、
人
件
費
３
０
０
万

６
千
円
の
減
額
、
高
齢
者
自
立
生
活

支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
費
85
万
４
千
円

の
増
額
で
す
。

（
原
案
可
決
）
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